
１１１１　　　　第第第第１１１１回大網白里町名称検討委員会委員回大網白里町名称検討委員会委員回大網白里町名称検討委員会委員回大網白里町名称検討委員会委員からのからのからのからの意見意見意見意見 ３３３３　　　　回収見込回収見込回収見込回収見込みについてみについてみについてみについて

２２２２　　　　上記上記上記上記のののの意見等意見等意見等意見等をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、仮仮仮仮ににににアンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合 ※1　区長回覧での回収率は、平成16年度に実施した「市町村合併に関する住民意識調査」の事例から60％として算出。

（案-１）区長会に配布等の協力を依頼し、区長配布世帯を対象に実施 ※2　抽出での回収率は、先進市（千葉県白井市、富里市）の事例から60％として算出。

区分 ※3　住基世帯の回収率は、世帯で代表者が回答する方式でありるが、広報紙に折込む方式ではないため、35％として算出。

区長世帯数 ※4　16歳以上の回収率は、個人名での依頼、また、先進市（愛知県長久手町）の事例から48％として算出。

（案-２）若い世代からの意見を訊くため、町内小学校6年生と町内中学生を対象に実施 ４４４４　　　　概算費用概算費用概算費用概算費用についてについてについてについて

区分

小学校

中学校

合計

（案-３）上記の（案-２）と抽出調査（3,000人）を実施

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

瑞穂地区 34 81 95 102 120 131 81 42 8

山辺地区 16 38 44 47 55 61 37 19 4

大網地区 24 57 67 71 84 92 56 29 5 ※1　概算費用は、郵送代と諸費用（一律300,000円）を含んだ金額である。※学校関係は自前で実施するため費用に含んでいない。。

増穂地区 43 104 122 130 153 168 103 54 10 ※2　概算費用の欄には、費用の高い額を記入している。

福岡地区 4 11 13 14 16 17 11 5 1 ※3　封書での往信費用として、1件あたり50円と計算。なお、郵便番号順に区分して、バーコードを封書に貼る場合が対象となる。（2,000人以上）

白里地区 25 61 71 76 90 99 61 32 6 ※4　封書での返信費用として1件あたり95円で算出。ハガキでの返信費用は、1件あたり65円で算出。

小　計 146 352 412 440 518 568 349 181 34

小・中学校 【【【【参考参考参考参考】】】】地区別地区別地区別地区別、、、、年代別年代別年代別年代別のののの割合及割合及割合及割合及びびびび、、、、抽出人数抽出人数抽出人数抽出人数（（（（外国人外国人外国人外国人をををを除除除除くくくく））））

合　計

注1：外国人を除いた人数

注2：10代は、16歳以上20歳未満の人数の合計 10,188 23.14 2,144 4.87

4,723 10.73 5,159 11.72

（案-４）町内の全世帯を対象に実施 7,115 16.16 6,041 13.72

区分 13,009 29.55 6,452 14.66

全世帯 1,348 3.06 7,605 17.28

7,639 17.35 8,327 18.92

（案-５）16歳以上の住民を対象に実施 44,022 100 5,129 11.65

区分 2,665 6.05
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44,022 100

1,9601,9601,9601,960

48%48%48%48%

35%35%35%35%

21,100

7,000

生徒数

488

1,472

世帯数

6

19

25

全小学校の６年生合計

全中学校の生徒数合計

備考

年代

区分

485

887

92

配布回収
依頼

地区名

年代別内訳

16歳以上

50歳以上60歳未満

40歳以上50歳未満

30歳以上40歳未満

地区名

3,0003,0003,0003,000

人数

694

321

521

-                

5,000

計

白里地区
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計

80歳以上89歳未満

70歳以上79歳未満

56860歳以上69歳未満

44,02244,02244,02244,022

平成23年12月2日現在15,22215,22215,22215,222
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備考回収率回収率回収率回収率対象者数 回収見込数

60%60%60%60% 3,000

区長世帯数

16～18歳以上住基人口：1,652人
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往信返信
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抽出(5,000人) 5,000
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全校生徒数 1,960 0000 -                
対
象
者
区
分

1,970,000

-                 

小学校6年生、中学生1～3年生の合計
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146瑞穂地区
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封書

-                -                 -                 840,000

15,222 60%60%60%60% 9,100 配布回収を依頼した場合

15,222 50%50%50%50% 7,600

-                 

返信のみ郵送とした場合

区長世帯数 15,222 300,000300,000300,000300,000 300,000 -                 -                 -                 -                 

-                 

-                 

15,222 1,030,0001,030,0001,030,0001,030,000 -                1,030,000 800,000 -                 -                 

①区長会に協力していただいたらどうか。
②若い世代（中学生・高校生）から名称について、意見を聞いてみたらどうか。
③満遍なく各世代、男女の意見が反映されるようなアンケートを設計してほしい。
④歴史的事実を説明した上で、アンケート調査を実施するべき。
⑤前回アンケートの結果を全部無視すると違う内容になってしまうこともある。
　 実施するには、すごく慎重に考えなくてはならない。
⑥地区で集まれば、作為的に決まっていくようなことが非常に怖い。

資料１


